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Unified Manager GUI でパフォーマンスワークフロ
ーを操作する

Active IQ Unified Manager GUI でパフォーマンスワークフロ
ーをナビゲートする

Unified Managerのインターフェースには、パフォーマンス情報の収集と表示のためのペ
ージが多数用意されています。左側のナビゲーションパネルを使用してGUI内のページ
に移動し、ページ上のタブとリンクを使用して情報を表示および設定します。

クラスタのパフォーマンス情報を監視し、トラブルシューティングを行うには、以下のすべてのページを使い
ます。

• ダッシュボード ページ

• ストレージおよびネットワーク オブジェクトのインベントリ ページ

• ストレージ オブジェクトの詳細ページ（パフォーマンス エクスプローラを含む）

• 構成および設定ページ

• イベント ページ

Active IQ Unified Manager UI にログインする

Unified ManagerのUIには、サポートされているWebブラウザからログインできます。

開始する前に

• Webブラウザが最小要件を満たしている必要があります。

サポートされているブラウザバージョンの完全なリストについては、 "mysupport.netapp.com/matrix"の相
互運用性マトリックスを参照してください。

• Unified ManagerサーバのIPアドレスまたはURLが必要です。

1時間何も操作を行わないと、セッションから自動的にログアウトされます。この期間は、「一般」＞「機能
設定」で設定できます。

手順

1. Webブラウザに、下記の形式でURLを入力します。URLは、Unified ManagerサーバのIPアドレスまたは完
全修飾ドメイン名（FQDN）です。

◦ IPv4の場合： https://URL/

◦ IPv6の場合： https://[URL]/

自己署名のデジタル証明書がサーバで使用されている場合、信頼されていない証明書であることを伝える警告
がブラウザ画面に表示されることがあります。その場合は、危険を承諾してアクセスを続行するか、認証局
（CA）の署名のあるデジタル証明書をインストールしてサーバを認証します。.ログイン画面で、ユーザ名と
パスワードを入力します。
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Unified Managerのユーザ インターフェイスへのログインがSAML認証で保護されている場合は、Unified

Managerのログイン ページではなくアイデンティティ プロバイダ（IdP）のログイン ページでクレデンシャ
ルを入力します。

[Dashboard]ページが表示されます。

Unified Managerサーバが初期化されていない場合は、新しいブラウザ ウィンドウに初期設定ウ
ィザードが表示されます。このウィザードで、Eメール アラートの受信者およびEメール通信を
処理するSMTPサーバを入力し、AutoSupportでUnified Managerに関する情報のテクニカル サ
ポートへの送信が有効になっているかどうかを指定します。これらの情報の入力を完了する
と、Unified ManagerのUIが表示されます。

グラフィカル インターフェイスと操作手順

Active IQ Unified Manager のグラフィカルインターフェースとナビゲーションパスを
確認する

Unified Managerは非常に柔軟性が高く、さまざまな方法で複数のタスクを実行できま
す。Unified Managerで作業を進めるにつれて、多くのナビゲーションパスを発見するこ
とになるでしょう。ナビゲーションの可能な組み合わせすべてを示すことはできません
が、よくあるシナリオのいくつかについては理解しておく必要があります。

Active IQ Unified Manager でクラスターオブジェクトのナビゲーションを監視する

Unified Managerで管理しているクラスタ内のすべてのオブジェクトのパフォーマンスを
監視できます。ストレージ オブジェクトの監視では、クラスタとオブジェクトのパフォ
ーマンスの概要を確認し、パフォーマンス イベントを監視します。パフォーマンスとイ
ベントの総合的な情報を表示することも、オブジェクトのパフォーマンスとパフォーマ
ンス イベントの詳しいデータを表示して調査することもできます。

次に、クラスタ オブジェクトを監視する際の操作例を紹介します。

1. [ダッシュボード]ページで、[パフォーマンス容量]パネルの詳細を確認して使用済みパフォーマンス容量が
最も多いクラスタを特定し、棒グラフをクリックしてそのクラスタのノードのリストに移動します。

2. 使用済みパフォーマンス容量の値が最も高いノードを特定し、そのノードをクリックします。

3. ノード/パフォーマンスエクスプローラーページから、「表示と比較」メニューの「このノードのアグリゲ
ート」をクリックします。

4. 使用済みパフォーマンス容量が最も多いアグリゲートを特定し、そのアグリゲートをクリックします。

5. Aggregate / Performance Explorerページから、「表示と比較」メニューの「このAggregateのボリュー
ム」をクリックします。

6. IOPSが最も高いボリュームを特定します。

特定したボリュームを調べて、QoSポリシーまたはパフォーマンス サービス レベル ポリシーを適用するかど
うかを判断するか、またはポリシーの設定を変更し、これらのボリュームが使用するIOPSの割合が少なくな
るようにします。
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Active IQ Unified Manager でのクラスターパフォーマンスナビゲーションの監視

Unified Managerで管理しているすべてのクラスタのパフォーマンスを監視できます。ク
ラスタの監視では、クラスタとオブジェクトのパフォーマンスの概要を確認し、パフォ
ーマンス イベントを監視します。パフォーマンスとイベントの総合的な情報を表示する
ことも、クラスタとオブジェクトのパフォーマンス、パフォーマンス イベントの詳しい
データを表示して調査することもできます。

次に、クラスタ パフォーマンスを監視する際の操作例を紹介します。
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1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ>*アグリゲート*をクリックします。

2. これらのアグリゲートのパフォーマンスに関する情報を表示するには、「Performance: All Aggregates」
ビューを選択してください。

3. 調査するアグリゲートを特定し、そのアグリゲート名をクリックして[アグリゲート / パフォーマンス エ
クスプローラ]ページに移動します。

4. 必要に応じて、[表示して比較]メニューでこのアグリゲートと比較する他のオブジェクトを選択し、その
うちの1つを比較ペインに追加します。

両方のオブジェクトの統計データが、比較できるようにカウンタ グラフに表示されます。

5. エクスプローラーページの右側にある比較ペインで、カウンターチャートのいずれかにある「ズームビュ
ー」をクリックすると、その集計値のパフォーマンス履歴の詳細が表示されます。
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Active IQ Unified Manager でパフォーマンスイベントを調査する

Unified Managerのイベント詳細ページには、パフォーマンス イベントに関する詳しい情
報が表示されます。トラブルシューティングやシステムのパフォーマンスの微調整を行
う際に、このページでパフォーマンス イベントを調査できます。

パフォーマンス イベントのタイプに応じて、次のいずれかのイベント詳細ページが表示されます。

• ユーザ定義およびシステム定義のしきい値ポリシー イベントの[イベントの詳細]ページ

• 動的しきい値ポリシー イベントの[イベントの詳細]ページ

以下は、イベントを調査する際の手順の一例です。

1. 左側のナビゲーションペインで、*イベント管理*をクリックします。

2. 「表示」メニューから「アクティブなパフォーマンスイベント」をクリックします。

3. 調査するイベントの名前をクリックすると、[イベントの詳細]ページが表示されます。

4. イベントの[説明]や[推奨される操作]（利用可能な場合）で、問題の解決に役立つイベントに関する詳細を
確認します。「ワークロード分析」ボタンをクリックすると、問題のさらなる分析に役立つ詳細なパフォ
ーマンスチャートが表示されます。
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Active IQ Unified Manager でストレージオブジェクトを検索
する

特定のオブジェクトにすばやくアクセスするには、メニューバー上部の「すべてのスト
レージオブジェクトを検索」フィールドを使用できます。この、すべてのオブジェクト
を対象としたグローバル検索方法により、種類別に特定のオブジェクトをすばやく見つ
けることができます。検索結果はストレージオブジェクトの種類ごとに並べ替えられ、
ドロップダウンメニューを使用して絞り込むことができます。有効な検索語句には、少
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なくとも3文字が含まれている必要があります。

グローバル検索では結果の総数が表示されますが、アクセスできるのは上位25件の検索結果のみです。その
ため、グローバル検索機能は、探したいアイテムが分かっている場合に、特定のアイテムを素早く見つけるた
めのショートカットツールと考えることができます。完全な検索結果を得るには、オブジェクトインベントリ
ページの検索機能と、それに関連するフィルタリング機能をご利用ください。

ドロップダウンボックスをクリックして「すべて」を選択すると、すべてのオブジェクトとイベントを同時に
検索できます。または、ドロップダウンボックスをクリックしてオブジェクトの種類を指定することもできま
す。「すべてのストレージオブジェクトを検索」フィールドにオブジェクト名またはイベント名を3文字以上
入力し、Enter キーを押すと、次のような検索結果が表示されます。

• クラスタ：クラスタ名

• ノード：ノード名

• アグリゲート：アグリゲート名

• SVM：SVM名

• ボリューム：ボリューム名

• LUN：LUNパス

LIFとポートは、グローバル検索バーでは検索できません。

この例では、ドロップダウンボックスで「ボリューム」オブジェクトタイプが選択されています。「すべての

ストレージオブジェクトを検索」フィールドに「vol」と入力すると、名前にこれらの文字が含まれるすべて
のボリュームのリストが表示されます。オブジェクト検索の場合、検索結果をクリックすると、そのオブジェ
クトのパフォーマンスエクスプローラーページに移動できます。イベント検索の場合、検索結果の項目をクリ
ックすると、イベント詳細ページに移動します。

Active IQ Unified Manager でインベントリページのコンテン
ツをフィルタリングする

Unified Managerでインベントリ ページのデータをフィルタリングし、特定の条件に基づ
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いてデータをすばやく特定できます。フィルタリングを使用すると、Unified Manager

のページの内容を絞り込んで、関心のある結果だけを表示できます。そのため、関心の
あるデータだけを効率的に表示できます。

「フィルタリング」を使用して、好みに合わせてグリッド表示をカスタマイズできます。利用可能なフィルタ
ーオプションは、グリッドに表示されているオブジェクトの種類に基づいています。現在フィルターが適用さ
れている場合、適用されているフィルターの数がフィルターボタンの右側に表示されます。

次の3種類のフィルタ パラメータがサポートされています。

パラメータ 検証

文字列（テキスト） 演算子は、含む、で始まる、で終わる、*含まない*で
す。

数値 演算子は、greater than、less than、in the last

、between です。

列挙（テキスト） 演算子は「is」と「is not」です。

それぞれのフィルタに、[列]、[演算子]、[値]の各フィールドが必要です。使用可能なフィルタは、現在のペー
ジのフィルタ可能な列に基づいて決まります。適用できるフィルタは4つまでです。フィルタ パラメータの組
み合わせに基づいてフィルタされた結果が表示されます。フィルタされた結果は、現在表示しているページだ
けでなく、フィルタで検索するすべてのページに適用されます。

フィルタは[フィルタ]パネルで追加できます。

1. ページ上部の「フィルター」ボタンをクリックします。フィルタリングパネルが表示されます。

2. 左側のドロップダウンリストをクリックしてオブジェクトを選択します。たとえば、Cluster やパフォー
マンスカウンターなどです。

3. 中央のドロップダウン リストをクリックし、使用する演算子を選択します。

4. 最後のリストで、値を選択または入力してそのオブジェクトのフィルタを完成させます。

5. 別のフィルターを追加するには、「+Add Filter」をクリックしてください。追加のフィルターフィールド
が表示されます。前述の手順に従って、このフィルターを完成させてください。4つ目のフィルターを追
加すると、「+Add Filter」ボタンが表示されなくなることに注意してください。

6. *フィルターを適用*をクリックします。フィルターオプションがグリッドに適用され、フィルターの数が
フィルターボタンの右側に表示されます。

7. 個々のフィルタを削除するには、[フィルタ]パネルで、削除するフィルタの右にあるごみ箱のアイコンを
クリックします。

8. すべてのフィルターを解除するには、フィルタリングパネルの下部にある「Reset」をクリックしてくだ
さい。

フィルタリングの例

この図は、3つのフィルターが表示されたフィルタリングパネルを示しています。「+Add Filter」ボタンは、
フィルターの数が最大4つ未満の場合に表示されます。
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*「フィルターを適用」*をクリックすると、フィルターパネルが閉じ、フィルターが適用され、適用されたフ

ィルターの数が表示されます（ ）。
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